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バングラデシュジェナイダ県における環境・気
候変動に適応する持続的農業の実践と普及

インド西ベンガル州ビルブム県における土
地利用別アグロフォレストリーと環境に配
慮した運用・利用の推進
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活動内容と成果
対象住民の6割が作付けをコメから野菜作りへ転換。
また9割以上の農民は節水型稲作を導入した。
またこうした農法を導入したすべての農民の収益が
上がった。
こうした取組みに対して農業行政・地方行政ともに
認知・協力が得られた。
また地方紙や全国紙にも活動が取り上げられた。

活動内容と成果
活動は2地区の30グループ、計600世帯を対象。各土
地利用別の植林に適した計40種以上の樹木を住民と
ともに選択し、道路沿い、休閑地、池周り、水田、家周
りの計9haに、計1万1千本の多目的樹を植林し、15kg
のマメ科潅木等の種子を蒔いた。薪燃料の節約を促
進する無煙かまど175ユニット、バイオガス24ユ
ニットを設置。緑化に繋がる環境型農業と食料・栄
養改善の促進のため、雨水保水池を10池、屋根水保
水タンクを4ユニット設置し、平行して魚養殖を10池
に推進した。200世帯の菜園に3から4種の果樹を植
樹した。

課　題
過度な地下水灌漑に依存している農法の改善（地下
水のくみ上げすぎによる帯水層の低下、ヒ素の溶出
などの環境汚染が顕在化している）。

目　標
地下からの灌漑水に過度に依存する農法から節水型
の作付けや農法が住民主導で実践される。

課　題
乾燥地域で限界小規模農民世帯の占める割合の高い
地域で、飼い葉や燃料などの供給源である森林減少
や土壌侵食が進んでいる。

目　標
有効利用の余地のある土地に多目的樹植林が広ま
り、かつ適正技術の導入により住民の生活向上と温
暖化ガスの排出量を減少させる。
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■苦労した点
2019年のサイクロン直撃。2020年新
型コロナウイルス蔓延と困難な場面
があったが、農民は活動の意義につ
いてよく理解し、実践した。

■工夫した点
活動をより広く知ってもらうため、
中央レベル、県レベル、また他の
NGOとのネットワーキングに注力
し、マスコミも活用した。

■苦労した点
雨季に依存する植林を効果的に実施
できるように、事前準備をオンライ
ンで進め、フィールドワーカーの負
担と不安を軽減。

■工夫した点
植林する樹木種を1年目より増やし、
短期間で収穫の得られる有用種を生
垣や隙間追植に積極的に取り入れ
た。

農民は、地下水灌漑の量を減らす農業を実践した。水を減らしても経済的には有利
であることを体感し、この農法を継続的に実践していくものと思われる。今後はよ
り広範な地域への普及に力を入れていきたい。

3年間の活動で、小規模限界農民600世帯において食料、飼い葉、燃料の供給を20％
増加し、女性の家事労働が軽減されつつ地域レベルでの温暖化ガスを30％を目安
に減少させていく。
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市民への周知イベントで活動の模型を展示市民への周知イベントで活動の模型を展示

公共地休閑地植林の生垣にマメ科潅木を追植公共地休閑地植林の生垣にマメ科潅木を追植

土壌改良ワークショップ土壌改良ワークショップ

バイオガスで燃料も労力も減少バイオガスで燃料も労力も減少

灌漑に頼らない農業
実践 255 人
灌漑に頼らない農業
実践面積 120 ha

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 75 ％

植林した多目的樹 1万 本

設置した無煙かまど 175 世帯

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 65 ％


